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水無月に「水」は「無い」のか  

■新編集講座 ウェブ版 第１２６号 ２０1９/６/１５ 
毎日新聞社 技術本部長（元・大阪本社編集制作センター室長） 三宅 直人 

 

６月は、旧暦で異名として、「水無月（みなづき）」と称します。その詩的な

印象から、「水無月」を紙面の見出しとして使うことがあります＝右図①。

旧暦６月は、おおむね新暦７月の梅雨明け時期に当たることから、私は

文字通り解釈し、「水」が「無い」月だと思っていました。ところが最近、

「水無月は『水の月』という意味。『無』は当て字」という説を知りました。

「水」の有無で水無月のイメージは逆になります。実際どうなのでしょう。 

 

■ 「みなそこ＝水の底」「みなづき＝水の月」 

今年の 6 月に入ったばかりの１日（土）、朝日新聞朝刊の片隅に

「水無月」「無は『無い』では、ない」という見出しがひっそり載

っているのに気づきました＝右図②。休日だったのですが、商売柄、

他紙にも目を通すようにしています。私は編集者生活が長かったの

で、こうした言葉に関する記事には、すぐ目が向くのでした。 

記事は、水無月について国語学の専門家が「『水の月』の意とす

る説が主流だと指摘」していることを紹介しています。理由として、

語の組み立てが「水底（みなそこ＝水の底）」や「港（みなと＝水の門）」

と同じであり、「みなづき＝水の月」になるそうです。さらに、「『（水

無月の）無』の字は『無い』という意味ではなく」「一種の当て字

と考えてよい」という、この専門家の見解を補足しています。 

 

■ 大歳時記は「炎暑のため水の無くなる月」 

  朝日の記事を読み、「水が無い月」だと思い込んでいた私はびっ

くり。では毎日新聞ではどう見ているのだろうと記事データベース

を調べたところ、同じ疑問を持ち、取材した編集者がいました。 

やはり「水が無い月」派だったこの編集者は、インターネットで

「水の月」説が主流なのに違和感を覚え、手元の歳時記（角川俳句大

歳時記）を調査。「一般的に炎暑のため水の無くなる月の意と解され

ている」と記されているのを読み、納得したそうです＝右図③。私も

社の書庫で、同じ版元の歳時記を調べると、確かに「水かれ尽きて

地上に水のない月とするものが最も多い」とありました＝右図④。 

この記事には、▽図書館で歳時記を調べると、水の月説２冊、水

無し月説２冊、融合説１冊だった▽国内最大の「日本国語大辞典」

と最も有名な「広辞苑」が水の月説で＝右図⑤、ネットで水の月説優

勢の理由になったと思われる――など興味深い記載もありました。 

水があるのか、無いのか。結局は両論あって、決めきれません。 
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■ 「共通理解」があってこそ 

冒頭で触れたように、編集者は旧暦の月の異名を見出しに用いる

ことがあります。単に数字で「３月」とか「９月」と言うよりも、

３月なら「弥生（やよい）」、９月なら「長月（ながつき）」と表現

した方が、見出しの醸し出すイメージが豊かになるからです。 

ただその場合、読者と編集者の間で共通理解が必要です。例えば

12月の「師走（しわす）」なら、俗説かもしれませんが、「師（僧侶

や教師とされる）が走り回るほど諸事多忙な季節」という解釈が一般

的です。だから「師走の事件事故にご注意」という見出し＝右図⑥＝

なら、「忙しい時期だから注意が散漫になりやすいし」と納得でき

ます。また「師走の古都、力走」という見出し＝右図⑦＝なら、「『走』

という字で言葉遊びをしている」と、狙いが読者に伝わります。 

 

■ 「水面」と「炎天」、正反対のイメージ 

 では、水無月の場合はどうでしょう。これまで見たように、水の

月説と水無し月説という、イメージが全く反対になる解釈が、それ

ぞれ自信たっぷりに自説を主張しています。強いて言えば、国語学

系は水の月に、文芸系は水無し月に傾いているようです。 

水の月説なら、田植えシーン＝写真⑧＝に「水面に人影、みなづき

の田植え」という見出し（私の作）を付けることが考えられます。「水

面（みなも）」と「みなづき」で韻を踏み、さらに「水が無い」とい

う解釈が紛れこまないよう、「みなづき」をかな書きにしました。 

水無し月説なら、きつい日差しの光景＝写真⑨＝に「水辺が恋しや、

水無月の炎天」という見出し（私の作）を付けるのもいいでしょう。

「水が無い」「炎天」と「水辺」の対照の妙を狙いました。 

 

■ 解釈は同じ、写真に違い 

読者と編集者の間で共通理解がないと、見出しをめぐって混乱が

起こります。「真夏日五月晴れ」という見出し＝右図⑩＝が大阪本社

発行の紙面に掲載された時は、「『五月晴れ』は梅雨に晴れること

なのに大阪は梅雨入り前です。間違いでは？」という読者の声が寄

せられました＝新編集講座 77号「６月の五月晴れ 旧暦と季節感」参照。 

だから、水の月説と水無し月説のいずれとも決めきれない、つま

り読者の解釈も両様と予想される水無月の場合、あまり一方的なイ

メージを与える見出しは慎んだ方がいいのかもしれません。 

そう思い、改めてデータベースを調べると、京都の銘菓「水無月」

が全国各地に広がっている、という記事がありました。これはお菓

子の名前であり、ためらわずに見出しにできるなあ、と感じながら

さらに調べると、大阪本社の紙面が「本家」京都製の写真を使って

いる＝右図⑪＝のに対し、西部本社の紙面はそれを省き、代わりに福

岡製と沖縄製の写真を載せていました＝右図⑫。見出しの解釈に揺れ

はなくても、写真の扱いに差は出るのだと、妙に感心しました。 


